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事業の必要性

・東岩槻駅南口周辺地区は、周辺より低地となっている箇所を中心に、浸水被害が発生しており、既設の雨水幹線沿線の
低地部でも、浸水被害が発生している。これらの低地部では、放流先である一級河川古隅田川が未改修であり、HWLが高
いことから、雨水幹線の水位上昇時に背水の影響による浸水が発生している。また、放流量の制限も受けている状況と
なっているため、早急な浸水対策が必要とされている。
　なお、東岩槻駅周辺では、過去10年間に2回の浸水実績があり、当該浸水の延べ床上浸水戸数は5戸、延べ浸水戸数は
18戸である。

地域の状況等 特になし

事業の効果

・概ね5年に1回程度発生すると考えられる降雨による浸水被害を解消する。
・浸水シミュレーションの結果より、雨水幹線管渠の整備によって、浸水深20cm以上の浸水面積が
　10,200㎡軽減される。
　　※浸水シミュレーションは施設の整備目標である5年確率降雨（計画降雨55.5㎜/hr）の結果による
　　　　　【浸水面積】対策前：15,200㎡　対策後：5,000㎡

費用対効果
分析等

総費用（C）：4,819百万円
総便益（B）：4,487百万円
B/C：1.07
経済的内部収益率（EIRR）:4.407％

環境への配慮 ・道路等の地下空間を利用した施設であり環境への影響は少ない。

5,000,000

関連事業 なし

事業費
用地費（千円） 工事費（千円） 合計（千円）

全体事業費 0 5,000,000

目的及び事業概要

【事業の目的】
・施設整備により、計画降雨55.5mm/h（5年確率）の降雨において浸水被害を軽減
【事業の概要】
・本計画の対象降雨：94.0mm/h（既往最大降雨）、 計画対象面積：71.2ha
・ハード整備による整備水準の目標：55.5mm/h（計画規模降雨）
　　　　　雨水幹線管渠（東岩槻第３雨水幹線）の整備：内径φ3.0m、延長 L=1,240m、貯留量 V=9,000㎥

上位計画等 なし

公共事業評価調書《事前評価・単独事業》

（１）概要

事業名 東岩槻駅南口周辺地区大規模雨水処理施設整備事業　

施工場所
（起終点・延長）

岩槻区東岩槻４丁目地内外
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担当部局 建設局 下水道部 下水道計画課
TEL：０４８－８２９－１５６５　E-mail：gesuido-keikaku@city.saitama.lg.jp

事業の課題及び
進ちょく見込み

特になし

その他 令和２年度から令和５年度にかけて、本事業の対象エリアである「東岩槻第２排水区」および隣接する「東岩槻第１排水区」
を対象エリアとした、「さいたま市東岩槻周辺地区大規模雨水処理施設整備事業」を実施。
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参考図面

岩槻区東岩槻４丁目地内外
事業の名称 東岩槻駅南口周辺地区大規模雨水処理施設整備事業
施工場所

東岩槻駅南口

周辺地区

岩槻区

見沼区

浦和区

緑区

北区

大宮区

桜区

中央区

西区

本事業により整備

雨水幹線管渠

φ3.0m L=1,240m
V=9,000㎥
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説 明 資 料
さ い た ま 市

公 共 事 業 評 価 審 議 会

（ 令 和 ７ 年 度 ）

令和８年１月２６日

建設局 下水道部 下水道計画課

（事前評価）

東岩槻駅南口周辺地区
大規模雨水処理施設整備事業計画
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１．計画の概要

1

（１） 東岩槻駅南口周辺地区大規模雨水処理施設整備事業計画の概要

■計画の名称

■計画の目標

・施設整備により、計画降雨55.5mm/h（5年確率）の降雨において浸水被害を軽減。
・施設整備で対象とする降雨量を上回る降雨において、ソフト対策により、当該地区

における被害の軽減を図る（市内既往最大降雨：94.0mm/h ）。

■計画の期間

■主な事業の諸元

計画対象面積：71.2ha（東岩槻第２排水区）
雨水幹線管渠の整備：内径φ3.0m、延長 L=1,240m、貯留量 V=9,000㎥

東岩槻駅南口周辺地区大規模雨水処理施設整備事業計画

令和８年度～令和１１年度（４年間）
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（２） 大規模雨水処理施設整備事業の概要

１．計画の概要

（出展：国土交通省 関東地方整備局 「下水道事業の各種事業制度の概要」）
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「夢つなぐ下水道プラン２０３０」（さいたま市下水道長期計画）
（計画期間：令和３年度から令和１２年度）

ゆめ みず さいたま市下水道事業中期経営計画
（計画期間：令和８年度から令和１２年度）

基
本
理
念

基
本
方
針

施
策
視
点

施策 事業内容 取組
（５年間の取組内容・目標指標）
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化
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市
民
理
解
の
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進

Ⅰ−１
浸水対策の推進

Ⅰ−２
地震対策の推進

雨水管・雨水貯留施設等のハード整備の推進
部局間・公民連携による総合的な浸水対策の促進

ソフト対策の更新・拡充などによる自助・共助
の促進
大雨時においても下水道の機能を確保するた
め、施設の耐水化の推進

浸水対策の下水道ＢＣＰ（事情継続計画）に
よる事業の継続
重要な下水道施設の耐震化の推進
耐震化が困難な下水道施設の地震対策の推進
地震対策の下水道ＢＣＰ（事業継続計画）に
よる事業の継続

事故を未然に防止する予防保全型維持管理の
推進

Ⅰ−３
ストックマネジ
メントの推進

計画的かつ効率的な施設の改築の推進

維持管理情報等のＤＢ化（データベース化）
の推進

効果的・効率的な不明水調査・対策の推進

Ⅱ−１
汚水処理の適正化

Ⅱ−２
エネルギーの削減・
創出

Ⅲ−１
経営の持続性の
確保

Ⅲ−２
下水道事業の見える
化と市民理解の促進

さいたま市生活排水処理基本計画に基づく、
下水道整備の推進

下水道未接続世帯への普及啓発活動の推進
下水道の水質監視の推進

下水道施設における機器の更新に併せた
省エネ・創エネ機器の導入の検討
未利用エネルギー活用に向けた導入の調査・研究

建設施工現場における地球温暖化対策・
リサイクルの推進

財務体質の強化
財源確保の取組と使用料体系の適正化の
検討

維持管理の効率化の推進

関係部署、流域下水道関係団体との連携
の強化

職員の能力向上のための研修体制の強化

市民理解の促進
「見える化」の推進

Ⅰ-１-１ 雨水管・雨水貯留施設等の整備の推進 １１

Ⅰ-１-２ ソフト対策の更新・充実などによる自助・
共助の促進

下水道施設の耐水化Ⅰ-１-３

１４

１４

Ⅰ-１-４ 浸水発生時における下水道ＢＣＰ（事業継
続計画）の強化 １５

Ⅰ-２-１ 重要な下水道管の耐震化の推進 １６

Ⅰ-２-２ 地震発生時における下水道ＢＣＰ（事業継
続計画）の強化 １９

Ⅰ-３-１ 下水道管を予防保全するための点検・調査
の推進

Ⅰ-３-２ 腐食のおそれのある箇所の点検・調査

２０

２２

Ⅰ-３-３ マンホール蓋の調査・更新 ２３

Ⅰ-３-４ 下水道管の健全化の推進 ２４

Ⅰ-３-５ 下水道施設の設備の改築 ２４

Ⅰ-３-６ 維持管理情報等を起点としたマネジメント
サイクルの確立 ２５

Ⅰ-３-７ 効果的・効率的な不明水調査・対策の推進 ２５

Ⅱ-１-１ 公共下水道の普及 ２６

Ⅱ-１-２ 下水道の水質監視と公共用水域の水質保全 ２７

Ⅱ-２-１
下水道施設における省エネ機器導入の検討、
創エネ機器の活用、及び未利用エネルギー
の活用

２８

建設施工現場における地球温暖化対策、及び
リサイクルの推進 ２８

Ⅲ-１-１ 財務体質の強化に向けた分析・検討 ３０

下水道経営の更なる効率化に向けた調査・
検討Ⅲ-１-２ ３０

Ⅲ-１-３ 関係部署・団体との連携・協働 ３１

Ⅲ-１-４ 職員の能力向上のための研修体制の充実 ３１

「見える化」の推進及び市民理解の促進 ３２

Ⅱ-２-２

Ⅲ-２-１

（３） さいたま市下水道事業関連計画について

１．計画の概要

4 3

下水道長期計画及び下水道事業中期経営計画の位置付け

整備促進エリアの設定
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〇エリア数：43か所

〇「下水道中期経営計画」の「取組Ⅰ-1-1 雨水管・雨水貯留施設等の整備の促進」において、浸水被害の状況や市

民からの要望を踏まえ、優先して対策を実施する地区として「整備促進エリア」を設定し、実施目標及び予定を定

めている。

（４） 整備促進エリアについて

１．計画の概要

整備促進エリアの対策実施予定箇所

4

本計画対象の整備促進エリア
No.38 東岩槻2・5
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（５） 東岩槻駅南口周辺地区大規模雨水処理施設整備事業計画の内容

１．計画の概要

・本計画における対象降雨：94.0mm/h（令和2年8
月12日に浦和区浦和消防署木崎出張所にて記
録した本市の既往最大降雨）

※50年確率相当（88.0mm/h）を超過。

・目標とする理由：甚大な災害の未然防止の観点
から、本市域にて観測された最大降雨を採用す
る。

・ハード整備による目標水準：55.5mm/h（5年確率
降雨）

対象降雨

・ハード対策：施設整備により55.5mm/hの降雨に
おいて浸水被害を軽減することを目的とする。

・ソフト対策及び自助：施設整備で対象とする降雨
量を上回る既往最大降雨94.0mm/hの降雨にお
いて、下水道管理者によるさいたま市内水ハザ
ードマップ作成・公表などの情報提供、地域住民
等による土嚢の設置など、それぞれの主体が対
策を実施することにより、当該地区における被害
の軽減を図る。

対策の内容

主な施策

計画目標

都市機能の確保の観点：当該区域の主要道路における道路冠水を軽減する。

個人財産の保護の観点：家屋の床上浸水（浸水深45cm以上）を軽減する。

生命の保護の観点：当該地区内の高齢者・障害者等要配慮者関連施設及び家屋における床上浸水（浸水深45cm以上）を軽減する。

5

概要区分
・雨水幹線管渠（貯留管）の整備 貯留量 9,000㎥

下水道管理者ハード対策

公助

・土嚢の配布及び効果的な活用方法についての情報提供
・さいたま市内水ハザードマップの作成・公表
・「開発行為の認可等に関する指針」を用いた雨水流出抑制の指導
・各戸雨水浸透施設設置の指導及びアピール
・スクリーンの点検及び清掃

下水道管理者

ソフト対策
・水防訓練の実施
・降雨量及び河川水位の情報収集
・市内気象情報及び降雨量、主要幹線水位等をリアルタイム映像で

ホームページにて公開（水位情報システム）
・市報に防災関連記事の掲載
・市内転入者へ防災ガイドブックの周知
・洪水ハザードマップの作成・公表

下水道管理者以外

・防災資器材の備蓄（市の自主防災組織補助金制度を活用）
・土嚢の設置

ハード対策

自助
・水防訓練や自主防災組織防災訓練の実施、土嚢設置体験の実施

（市の自主防災組織補助金制度を活用）
ソフト対策

本計画の主な事業
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事 業 箇 所 ：さいたま市岩槻区東岩槻４丁目地内外

総 事 業 費 ：50億円（予算額）

事 業 期 間 ：令和8年9月 ～ 令和12年3月
（４カ年継続事業）

（１） 東岩槻第３雨水幹線整備事業の目的と概要

２．事業の概要

・既設管等の流下能力不足分と、放流先である古隅田川
への許容放流量分を一時的に貯留する施設の整備を行
い、既設雨水幹線の水位を低下させることで、5年確率規
模降雨（55.5mm/h）に対して、浸水被害の軽減を図る。

目 的

事業の概要

6

位置図

事業箇所（東岩槻第３雨水幹線）

大宮駅

浦和駅

武蔵浦和駅 南浦和駅

さいたま新都心駅

東岩槻駅

国庫支出金 企業債 その他 一般財源

千円 千円 千円 千円 千円

R8 20,000 0 20,000 0 0

R9 1,380,000 297,000 1,083,000 0 0

R10 3,000,000 621,000 2,379,000 0 0

R11 600,000 131,000 469,000 0 0

計 5,000,000 1,049,000 3,951,000 0 0

東岩槻第３
雨水幹線
整備事業

事業名

全  体  計  画

年度
年割額

年割額の財源内訳

対象施設

φ3.0m L=1,240m
V=9,000㎥

断面・延長・貯留量
雨水幹線管渠

（東岩槻第３雨水幹線）
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（２） 対象地区の計画図

２．事業の概要

広域案内図

東岩槻第２排水区（71.2ha）

ふれあいプラザ
いわつき

かなりや
児童公園

上里小学校

東岩槻小学校

開智中学校

本事業により整備
雨水幹線管渠

（東岩槻第３雨水幹線）
φ3.0m L=1,240m

V=9,000㎥
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（３） 浸水被害の状況

２．事業の概要

浸水被害履歴

8

時間最大 総雨量 床上浸水 床下浸水 道路冠水 計

平成20年8月28日 大雨 36.5 124.5 0 0 2 2

平成21年8月7日 大雨 38.5 61.0 0 0 1 1

平成21年10月8日 台風18号 44.5 164.5 5 9 23 37

平成23年5月29日 大雨 47.5 141.5 0 0 1 1

平成23年7月19日 大雨 31.5 193.0 0 1 0 1

平成25年9月15日 台風18号 20.0 207.5 3 5 3 11

平成25年10月15日 台風26号 34.5 223.5 4 8 9 21

平成26年10月5日 台風18号 9.5 121.0 0 0 2 2

平成27年9月9日 台風18号 30.5 64.5 3 12 9 24

平成28年8月22日 台風9号 29.5 111.0 0 0 2 2

平成29年7月4日 台風3号 66.0 98.5 0 0 1 1

令和1年10月12日 台風19号 50.5 256.5 2 1 5 8

総計 17 36 58 111
※降雨量は上野出張所観測値

年月日 要因
降雨量(mm)※ 浸水被害件数

備考

浸水箇所図

かなりや
児童公園

上里小学校

ふれあいプラザ
いわつき
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（４） 浸水被害の状況（写真）

２．事業の概要

ゲリラ豪雨や台風により
浸水被害が頻発！

9

令和元年台風19号の被害状況
令和元年10月12日

時間最大降雨：50.5mm/h
床上浸水2戸／床下浸水1戸／道路冠水5か所

撮影日：令和元年10月12日

事業箇所
（東岩槻第３雨水幹線）

撮影箇所
（上里小学校東側）

撮影箇所

上里小学校

かなりや
児童公園

15



（５） 浸水履歴と土地利用の状況
・当該地区は、東岩槻駅の南側に位置し、住宅が密集している地域である。
・また、避難場所や要配慮者利用施設等が立地している地区であるため、浸水時には生命の保護、都市機能の確
保の観点から、優先的に早急な浸水対策が必要である。

２．事業の概要

さいたま市内水ハザードマップ 要配慮者が利用する施設位置図

10
事業箇所（東岩槻第３雨水幹線）事業箇所（東岩槻第３雨水幹線）
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・算出したB/Cは1.07となる。

・また、経済的内部収益率（EIRR）は4.407％となる。

【基本条件】

・割引率の基準年：令和７年度

・対象期間：事業着手～整備完了後50年目まで

事業着手：令和８年度

整備完了：令和11年度

評価完了年度：令和61年度

（令和12年度を1年目として50年目）

・社会的割引率：4.0％

（１） 費用対効果（B/C）の算出

３．事業の効果

・浸水被害軽減額の算定は、「下水道事業における費用効果分析マニュアル（案）令和5年9月改定」（国土交通省・国土保全局下水道部）を用いる。

・浸水の生起確率（5年確率：1/5＝0.2）ごとに想定浸水被害額を算出し、評価対象期間（施設整備～50年後）における浸水被害軽減額を算出する。

【便益（B)】

上記に基づき算出した、基準年度価格に現在価値化した浸水被害軽減額の評価対象期間における総和は、約4,819百万円となる。

便益（B）の算定

（１）建設費

・令和８年度～11年度にて雨水幹線管渠（東岩槻第３雨水幹線）の管渠整備を行う。

【現在価値化した建設費＝年度別建設費（下図より）×各年度割引率】

（２）維持管理費

・貯留施設の維持管理費は、貯留した雨水を排水するためのポンプ施設が主な費用
であり、「持続的な汚水処理システム構築に向けた都道府県構想策定マニュアル
平成26年1月 国土交通省 農林水産省 環境省」に示されるマンホールポンプの
維持管理費22万円/年/基を用いる（デフレーター補正値：1.35）。

・東岩槻第３雨水幹線の維持管理費は、24時間で排水するために必要となるマンホ
ールポンプ2台分の0.59百万円/年とする。

【現在価値化した維持管理費＝維持管理費（上記より算出）×各年度割引率】

【費用（C)】

上記に基づき算出した、基準年度価格に現在価値化した建設費と維持管理費の

評価対象期間における総和は、約4,487百万円となる。

費用（C）の算定 費用対効果（B/C）

11

年度別建設費

単位：百万円

計R11年度R10年度R9年度R8年度名称

5,0006003,0001,38020雨水幹線管渠

5,0006003,0001,38020計

総費用（C） 4,487 百万円

総便益（B） 4,819 百万円

Ｂ／Ｃ 1.07

経済的内部収益率（ＥＩＲＲ） 4.407%

Ｂ／Ｃ・経済的内部収益率の算定結果
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・コンピューター上のモデルに、任意の雨を降らせることによって、

街の浸水区域や浸水深さなどの状況を想定するもの。

・浸水シミュレーションにおける、浸水面積の集計（対策前後）

については、本計画の対象エリアにおける、特に重点的に整備を

していく区域（ハード整備を行う区域）内とした。

（２） 浸水シミュレーション

３．事業の効果

・浸水シミュレーション

・浸水シミュレーションは、施設の整備目標である5年確率降雨（計画降雨55.5㎜/hr）の結果を以下に示す。

12

単位：m2

5cm〜
10cm

10cm〜
20cm

20cm〜
45cm

45cm〜
5cm〜
20cm

20cm〜

浸水規模 床下浸水 床上浸水 道路冠水
床下･

床上浸水
対策前(A) 16,400 19,300 14,400 800 35,700 15,200 50,900
対策後(B) 7,200 7,900 4,900 100 15,100 5,000 20,100

軽減面積(A-B) 9,200 11,400 9,500 700 20,600 10,200 30,800

浸水面積
浸水深 小計

合計

道路冠水 約６１％
減少

浸水被害集計区域

対策前

浸水深 45cm以上
20cm〜45cm
10cm〜20cm
  5cm〜10cm

凡  例

対策後

事業箇所（東岩槻第３雨水幹線）
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４．まとめ
■計画の名称

東岩槻駅南口周辺地区大規模雨水処理施設整備事業計画

■事業の効果

浸水面積 対策前50,900㎡ → 対策後20,100㎡ （軽減面積30,800㎡）

■成果指標

都市浸水対策達成率：49.6%→50.7%（全市）

■費用対効果（Ｂ/Ｃ）

計画全体における費用便益比（Ｂ/Ｃ） 1.07

■計画の目標

・施設整備により、計画降雨55.5mm/h（5年確率）の降雨において浸水被害を軽減。
・施設整備で対象とする降雨量を上回る降雨において、ソフト対策により、当該地区

における被害の軽減を図る（市内既往最大降雨：94.0mm/h） 。

■計画の期間

令和8年度～令和11年度（4年間）
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